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HPIS Z107-3TR：2011 リスクベースメンテナンスハンドブック 第 3 部：応力腐食割れの損傷係数 正誤表  

 

         

対象箇所 誤 正 
P4 4 行目 附属書４ 附属書 D 

P4 e) 損傷係数の経年保証は、感受性無し（損傷係数＝1）でも、 
経年で大きくなる。 

評価対象外と感受性無しを明確に分け、評価対象外のときは経年補 
正を適用しない。 

P13 表 2 欄外の注記 シアン化物イオンが存在する場合には、SSCの感受性を 
「中」->「高」とする。 環境条件の厳しさを「中」→「高」とする。 

P13 表 2 遊離水のｐH等の pHの表現が、P19の表 5、P22の 4.8.2 C) 
と異なる 表現を統一する 

P25 表 8 表の「PWHTの有無」で、「有り」と「無し」が逆になって 
いる。 左側を「無し」、右側を「有り」に修正する。 

 


